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第5代目首長・和の町政を継承

三
期
十
二
年
間
、
大
豊
町
長
と

し
て
、
数
々
の
実
績
と
業
績
を
残

さ
れ
、
九
月
十
一
日
を
も
っ
て
勇

退
さ
れ
た
「
渡
辺
盛
男
前
町
長
」

の
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が

八
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
西
岡
仁
司
氏
が
多

く
の
町
民
か
ら
支
持
を
受
け
、
初

当
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
町
長
選
に
は
「
前
助

役
・
西
岡
仁
司
氏
」
と
「
前
町
議
会

副
議
長
・
西
岡
宗
歳
氏
」
の
二
人

霊
西
岡
仁
司
（
六
二
歳
）
角
茂
谷

三
七
七
五
。
四
二
五
票

西
岡
宗
歳
（
五
六
歳
）
久
寿
軒

九
七
七
。
五
七
四
票

有
権
者
数
六
千
三
百
十
一
人

投
票
者
数
四
千
八
百
○
五
人

有
効
投
票
四
千
七
百
五
三
票

無
効
票
五
二
票

投
票
率
七
十
六
、
十
四
％

（
選
挙
管
理
委
員
会
発
表
）

町
長
選
挙
開
票
結
果

〆 新町長

西岡仁司氏

が
立
候
補
・
五
日
間
に
わ
た
る
選

挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

西
岡
仁
司
氏
の
略
歴

昭
和
二
十
九
年
旧
天
坪
村
役
場

に
奉
職
。
合
併
後
、
町
役
場
に
移

る
。
以
後
、
住
民
課
長
・
事
業
課

長
・
行
政
課
長
な
ど
を
歴
任
。

昭
和
五
十
七
年
、
助
役
に
就
任
。

今
年
三
月
退
任
（
助
役
歴
三
期
）
平

成
六
年
九
月
十
二
日
町
長
就
任
。

燭
～

一

コ
語

険

ハー

岡崎選挙管理委員長より

当選証書の交付

皇ノ

初登庁女子職員より花束を受ける

ｌ
ご
あ
い

昭
和
五
十
七
年
九
月
、
あ
の
町

政
混
乱
の
中
、
首
長
と
し
て
初
当

選
以
来
、
三
期
に
わ
た
る
長
期
間

初
代
村
長
故
・
三
谷
泉
水
先
生
の

「
和
衷
協
力
・
融
合
一
体
」
を
基
調

に
、
創
業
の
精
神
を
心
情
と
し
、

町
政
に
努
力
さ
れ
数
々
の
実
績
と

業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
盛
男
氏
が
勇
退
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
去
る
八
月
二
十
八
日
、

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

不
肖
私
が
、
多
く
の
ご
支
援
ご
支

持
を
頂
き
、
第
五
代
の
大
豊
町
長

に
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

町
民
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
更
な
が
ら
、
そ
の
責
務
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
案
内
の
よ
う
に
過
疎
・
高
齢

化
が
進
む
中
、
基
盤
整
備
の
促

進
・
若
者
の
定
住
対
策
・
地
場
産

業
の
振
興
・
農
林
業
の
育
成
・
教

育
の
振
興
・
社
会
福
祉
行
政
の
確

立
等
々
皇
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
本
町
の
現
実
を
謙
虚
に

受
け
止
め
、
住
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
大
豊

町
の
活
性
化
と
二
十
一
世
紀
を
見

一

さ
つ
ｌ

据
え
た
住
民
の
た
め
の
行
政
（
対

話
と
親
切
そ
し
て
行
動
）
の
推
進

に
町
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
町
職
員

共
々
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
捷
を

せ
つ
に
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
町

長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
六
年
九
月
十
二
日

大
豊
町
長
西
岡
仁
司

r

町長選挙開票事務
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～長い間ご苦労様でした～

昭
和
五
十
七
年
に
大
豊
町
長
に

初
当
選
以
来
、
健
全
財
政
を
主
柱

に
、
各
事
業
に
正
面
か
ら
取
り
組

み
大
豊
に
「
渡
辺
町
長
」
あ
り
と

県
内
外
で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
、

国
・
県
の
各
種
工
事
や
補
助
事
業

等
の
確
保
に
も
誠
心
誠
意
努
力
を

さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
限
り
あ
る
森
と
水
を

テ
ー
マ
に
「
い
な
か
」
か
ら
熱
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
開
催
さ
れ
た

「
れ
い
ほ
く
高
速
博
」
や
二
十
一
世

紀
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
各
道
路
網

の
整
備
拡
張
・
小
規
模
多
数
参
加

に
よ
る
農
業
経
営
の
提
唱
・
土
佐

れ
い
ほ
く
木
材
株
式
会
社
の
設

立
・
家
族
旅
行
村
着
工
・
山
荘
梶

ケ
森
の
建
設
・
学
校
や
集
会
所
施

設
の
増
改
築
な
ど
な
ど
、
数
多
く

の
偉
業
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

名
実
共
に
名
町
長
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

町
の
発
展
の
た
め
、
後
輩
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
と
共
に
、
ま

雲
【
』

前大豊町長渡辺盛男

す
ま
す
の
ご
隆
昌
と
ご
繁
栄
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
秋
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
去
る
九
月
十
一

日
、
任
期
満
了
を
も
っ
て
、
大
豊
町

長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
五
十
七

年
、
あ
の
町
政
混
乱
の
さ
中
、
皆

様
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
、
町

長
に
就
任
以
来
、
三
期
十
二
年
常

に
創
業
の
精
神
（
こ
こ
ろ
）
を
忘

れ
ず
行
政
に
秩
序
を
確
立
し
、
公

正
で
明
朗
、
能
率
的
に
行
政
を
推

’

漣グ

ー

が
》
坐
め
い
ざ
〕
つ

X

侭

'88れいぼく博開会式

進
し
、
新
鮮
な
る
発
想
と
大
胆
な

実
行
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
只
々
努
力

を
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
議
会
を
は
じ
め
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
・
職

員
各
位
の
真
塾
な
努
力
に
よ
り
、

健
全
な
る
財
政
運
営
の
も
と
、
四

国
横
断
自
動
車
道
の
開
通
と
、
こ

れ
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

の
大
豊
～
川
之
江
の
全
面
改
良
、

林
道
年
平
線
の
県
道
昇
格
と
川
口

南
ト
ン
ネ
ル
の
着
工
決
定
、
国
道

四
三
九
号
、
落
合
工
区
の
平
成
十

二
年
完
成
見
通
し
等
を
は
じ
め
と

す
る
基
盤
整
備
、
小
規
模
多
数
参

加
方
式
に
支
え
ら
れ
た
特
産
五
品

目
の
生
産
拡
大
、
林
業
の
担
い
手

（
株
式
会
社
）
と
さ
れ
い
ほ
く
の
発

一

町議会最終日・都築議員花束を贈る

足
、
若
者
の
定
住
す
る
生
活
空
間

と
し
て
の
住
宅
整
備
、
杉
の
日
本

一
大
杉
・
自
然
公
園
梶
ケ
森
・
中

村
大
王
森
林
パ
ー
ク
を
基
点
と
す

る
観
光
資
源
の
開
発
と
振
興
策
の

展
開
、
大
豊
園
の
再
編
成
に
象
徴

さ
れ
る
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
具

体
化
、
大
豊
教
育
の
推
進
等
々
新

し
い
時
代
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

の
町
づ
く
り
が
、
極
め
て
順
調
に

進
展
を
み
、
本
町
の
信
用
度
も
県

内
外
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
き
、

大
過
な
く
任
期
を
終
え
た
こ
と
は

い
さ
さ
か
私
の
喜
び
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
日
ま
で
私
を
支
援

頂
い
た
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
、
職
員
各
位
に
対
し
改
め
て

感
謝
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。時
節
柄
、
皆
様
方
一
層
の
ご
自

愛
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ

併
せ
て
、
新
町
長
を
中
心
と
す
る

大
豊
町
の
限
り
な
き
隆
盛
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
皇
に
簡
単

粗
辞
を
も
っ
て
、
私
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

平
成
六
年
九
月
十
一
日

渡
辺
盛
男
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騨講灘灘蕊金婚おめでとうございます
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高
知
新
聞
社
主
催
「
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典
」
が
、
九
月
一
日
、
県

下
六
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
金
婚
式
に
参
加
を
申

し
込
ま
れ
た
「
十
八
組
」
の
ご
夫

婦
が
、
高
知
会
場
の
三
翠
園
ホ
テ

ル
に
出
席
し
金
婚
の
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

あ
の
傷
ま
し
い
太
平
洋
戦
争
中

r一可

大
豊
町
出
席
者

角
茂
谷
尾
原
竹
善
布

葛
原
秋
山
宗
時
沌

上
東
白
石
徳
一
両

黒
石
西
谷
情
義
祁

杉
藤
原
助
Ｗ

高
須
森
脇
宗
寿
Ⅶ

立
川
上
名
山
内
啓
次
霜

立
川
下
名
小
笠
原
美
身
祁

津
家
津
村
正
平
布

寺
内
林
時
政
柘

戸
手
野
畑
山
善
郎
通

中
村
大
王
有
瀬
勝
興
、

同
石
原
正
恒
氾

西
久
保
今
井
俊
彦
万

西
峯
永
森
利
水
部

怒
田
門
田
盛
一
郎
布

同
三
谷
繁
晴
禰

船
戸
三
谷
芳
樹
別

昭
和
十
九
年
に
結
ば
れ
、
出
兵
・

戦
争
・
敗
戦
と
、
現
在
で
は
想
像

も
つ
か
な
い
厳
し
い
時
代
を
経
験

さ
れ
、
夫
婦
と
も
に
頑
張
り
「
喜

び
も
悲
し
み
も
共
に
分
か
ち
あ

い
」
今
日
の
繁
栄
に
骨
身
を
惜
し

ま
ず
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
ご
夫

婦
に
幸
多
か
れ
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

頼茂登秋亀延久百国和竹美喜豊繁久安文
子子良子久美合代子代代喜子米喜子
子代子子子子

747269686870676970727070687172716669
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蕊織鵜驚綴鶏織鶏

鴬
§ 韓

蕊
竪
麓
豊
箆
竪
麓
蕊

；I

Ｂ
２
級
・
大
久
保
部
Ｂ
３
級
・
岩
原
部
優
勝

多
碑
製
ｂ
主

r~可

」

下
４
口
タ
グ
画

可
ｊ
’
』

弓
炉
上

炉
《
剖
胎
画
一

農謹
塞弓

。
．
■
】鍵

〆
』
凸

大
豊
町
消
防
団
夏
期
訓
練
（
板

送
り
大
会
）
が
、
八
月
七
日
、
川

口
地
区
の
吉
野
川
川
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
板
送
り
は
、
手
押
し
ポ
ン

プ
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
競
技
で

長
さ
五
十
ｍ
・
高
さ
七
ｍ
に
ワ
イ

ヤ
ー
を
張
り
、
中
央
に
直
径
三
十

六
ｍ
の
円
盤
を
通
し
、
両
側
か
ら

打
ち
合
う
競
技
で
、
指
揮
者
と
十

人
の
選
手
が
一
丸
と
な
り
、
機
敏

な
動
作
と
機
械
器
具
の
扱
い
が
勝

敗
の
決
め
て
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
も
、
朝
か
ら
暑
い
晴
天

応
援
す
る
団
員
は
、
テ
ン
ト
の
中

で
汗
ま
み
れ
、
競
技
に
出
場
す
る

選
手
は
、
暑
さ
も
忘
れ
水
の
中
。

（
負
け
た
方
は
、
ビ
シ
ョ
濡
れ
、
勝

っ
た
方
は
、
あ
ま
り
濡
れ
な
い
）

競
技
結
果
（
三
位
ま
で
）

Ｂ
２
級

優
勝
東
部
分
団
大
久
保
部

二
位
落
合
分
団
落
合
部

三
位
大
田
ロ
分
団
船
戸
部

同
大
杉
分
団
杉
部

Ｂ
３
級

優
勝
東
部
分
団
岩
原
部

二
位
立
川
分
団
立
川
部

三
位
豊
永
分
団

同
立
川
分
団

◎
以
上
の
部
が
、

出
場
し
ま
す
。

房一一一三弓■■■
里

一

識霧
蕊螺

川
戸
部

川
口
部

嶺
北
大
会
に

凸
◆ 里

画
一
■
血

一
》
０

‘〆

一■

●形昏
一

一
『

胃

恒
例
の
部
団
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
九
月
四
日
、
農
村
広

場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
各
分
団
よ
り
、
十
四
部

が
出
場
。
日
頃
あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
団
員
な

ど
も
い
て
、
珍
プ
レ
ー
な
ど
も
続

出
す
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
に
秋

の
一
日
を
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

体育訓練

ｿｦﾄポ崇言ﾙ大会

優勝豊永部

2位大田ロ部

更
詞
山
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今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
大
豊

町
少
年
の
翼
事
業
（
国
際
交
流
）

は
、
町
内
の
中
学
生
十
名
と
引
率

者
三
名
を
九
月
六
日
か
ら
九
月
十

日
ま
で
（
四
泊
五
日
）
の
日
程
で

台
湾
の
学
校
や
福
祉
施
設
を
訪
問

し
、
「
友
好
と
親
善
」
を
深
め
ま
し

た
。
本
年
度
「
大
豊
町
少
年
の
翼
」

の
団
員
募
集
に
つ
い
て
は
、
作
文

「
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
」
と
面
接

に
よ
り
十
名
を
選
び
、
三
日
間
の

事
前
研
修
等
の
あ
と
九
月
六
日
午

前
六
時
、
農
工
セ
ン
タ
ー
で
壮
行

式
を
行
い
、
家
族
や
先
生
方
の
見

送
り
を
受
け
な
が
ら
元
気
に
出
発

し
ま
し
た
。

一
行
は
、
高
知
空
港
か
ら
開
港

三
日
目
の
関
西
新
空
港
へ
、
そ
し

て
、
い
よ
い
よ
初
め
て
の
外
国
へ

（
台
湾
）
不
安
と
期
待
を
胸
に
飛
び

立
ち
ま
し
た
。

台
湾
で
は
世
界
四
大
博
物
館
の

一
つ
故
宮
博
物
館
や
太
魯
閣
（
タ

ロ
コ
）
国
家
公
園
（
渓
谷
）
、
中
正

記
念
堂
等
の
見
学
を
す
る
と
共

に
、
今
回
の
一
番
の
目
的
で
あ
る

「
花
蓮
懸
立
花
樹
国
民
中
肇
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。
潅
校
長
先
生
の
流

暢
な
日
本
語
で
の
歓
迎
挨
拶
の

後
、
管
弦
楽
団
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
な
ど
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。

一
時
は
呆
然
と
し
て
い
た
子
ど

も
達
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
和
や
か

に
情
報
交
流
や
お
互
い
の
住
所
を

交
換
す
る
等
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
こ
の
交

流
の
成
果
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
施
設
「
慈
済
功
徳

会
」
の
病
院
を
訪
問
し
、
重
傷
患

者
の
厳
し
い
姿
を
見
舞
い
目
に
涙

す
る
女
生
徒
。
日
本
で
は
訪
れ
た

こ
と
も
な
い
施
設
を
見
学
し
た
こ

と
も
感
激
と
驚
き
の
体
験
で
し

た
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
台
湾
の

生
活
を
身
近
に
体
験
で
き
ま
し

た
。
中
学
生
の
多
感
な
時
期
に
こ

の
海
外
研
修
（
台
湾
）
で
の
体
験

〆

は
必
ず
や
将
来
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
か
ら
日
本
・
大
豊

町
を
見
直
す
機
会
を
得
た
こ
と

は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す

勉
学
に
励
み
将
来
の
大
豊
町
を
担

う
若
者
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る

函
雷

11

r
：
可
曲一

’出
発
前
の
研
修
会

（
農
工
セ
ン
タ
ー
に
て
）

い
い
二
【
鶴
匙

デ；

風、
＝ 灘

野
．

イ
ミ

s

1
h

一
群
一

一
一

蕊P

ザ

狸
躍1

L
も
の
と
思
い
ま
す
。

各
団
員
は
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め

て
お
り
、
後
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
を
発
表
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

』

Ⅱ

一

P 少
年
の
翼
派
遣
団
員

団
長
長
野
英
秀
町
教
育
委
員
会

副
団
長
今
井
節
子
同

団
員
前
田
真
吾
西
峰
中
三
年
生

同
松
尾
味
香
同

同
桑
名
誠
大
豊
町
二
年
生

同
上
村
有
美
同
三
年
生

同
三
谷
優
介
同

同
吉
田
智
行
同

同
石
川
さ
や
か
大
杉
中
三
年
生

同
佐
々
木
な
お
同

同
白
石
円
香
同

同
長
野
有
華
同

通
訳
前
田
文
子
中
国
語
講
師

－6－



よ’

花嵩国民中学校正門前にて校長先生、現地
中学生とともに記念撮影管弦楽団の熱烈な歓迎演奏

ー

陰』 毒1

4－1?ら

室
?ら

室、喝?

ー

V､蚕1
”

勺。'榊浄
グ

〆

輔〃 岩

／劃一～

通訳を交えてにこやかに情報交換

'凸
ol
b割

（
一
Ｊ

副311吟ダ

中正記念堂にてスナップ° 英語や日本語、台湾語で国際交流

.~一、H1I１
１

jj

*"」

１
４烈燃.*¥

ー

『別
私

ゆPー0

…

護
、

‐I

唾］

ｑ丁

福祉施設（病院）へ訪問、重症患者を見舞うタロコ渓谷の入口にて
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ゆとりすとｶﾝﾄﾘー ‘渚おとよ”
PARTIT

平均年齢の状況
唾抽

(平成6年4月1日）

中央

町平均 53歳
大砂子

永責永責
嵐■嵐■

三番

蕗香蕗香塵

30代 1
錘下 八川NIpロ

璽丘 屍々屋 神
"1戸

瓦 jl

40代 23
【
酷

-
日■

《
）

■
■田

[霊

六内】 枯木1．

50代 50 八畝

健画111

宣夫室
栓竺 直庖B

灘
60代 11 ＝正子男子野士写警

薯;1二区;1二区

小"！小"！

’’
最低 34歳 幻､一区

久痔畷

67歳最高 尾■

本圃

の
機
能
を
整
備
す
る
。
こ
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
高
齢

者
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
等
を
整
備
す

る
。
更
に
、
当
エ
リ
ア
ヘ
の
定
住
化

を
促
す
た
め
、
住
宅
を
建
設
す
る

な
ど
高
齢
集
落
化
を
防
止
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
一
福
祉
施
設
等
で

の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ

り
、
増
大
す
る
福
祉
業
務
に
お
け

る
若
者
の
雇
用
の
場
を
創
設
す

る
。

「
地
域
区
分
Ｌ

本
町
の
将
来
の
姿
を
そ

の
機
能
か
ら
人
の
居
住
す
る
．

地
域
を
「
核
集
落
エ
リ
ア
」
｜
、

「
準
核
集
落
エ
リ
ア
」
「
衛
生
一
．

集
落
エ
リ
ア
」
、
そ
の
周
囲
を

取
り
巻
く
非
居
住
地
域
を
一

「
森
林
エ
リ
ア
」
に
区
分
す
一

る
。

「
準
核
集
落

準
核
集
落
蓬
緋
一

地
域
に
散
在
す
る
衛
生
集
落
一

の
中
心
エ
リ
ア
と
す
る
。
Ｕ

こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
衛
星
一

集
落
の
機
能
に
加
え
、
コ
ミ
｜
曇

ユ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
等
の
衛
星
一
陰
雫

集
落
エ
リ
ア
の
拠
点
と
し
て
一
医

一

完
成
し
た
「
ゆ
と
り
す
と
交
流

セ
ン
タ
ー
」

汁
１
斗
１
斗
１
斗
１
斗
１
斗
１
斗
１
斗

次
回
号
に
お
い
て
は
、
「
衛
星
集

落
エ
リ
ア
」
に
つ
い
て
連
載
し
ま

す
。
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去
る
八
月
二
十
九
日
（
月
）
北

川
ロ
橋
で
、
架
設
竣
工
式
典
が
行

わ
れ
た
。

北
川
ロ
橋
は
昭
和
二
十
六
年
に

五
十
万
円
で
架
設
し
、
昭
和
四
十

一
年
に
七
十
六
万
四
千
円
で
改
良

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
た
も
の
。

今
回
高
知
県
が
、
旧
橋
の
す
ぐ

下
流
に
地
域
連
絡
林
道
整
備
事
業

で
、
事
業
費
一
億
四
千
万
円
、
延

長
五
十
一
ｍ
、
幅
員
四
ｍ
の
新
橋

を
完
成
し
た
。

式
典
は
出
席
者
約
六
十
名
で
、

午
前
十
時
神
事
の
あ
と
テ
ー
プ
カ

’
ｉ
；
Ｉ

ツ
ト
、
地
元
の
小
笠
原
俊
太
郎
さ

尾毒溌

幅長
員さ
451

メメ

I1

トト
ルル 【

』

小笠原さん一家を先頭に渡り初め

ん
・
晴
美
さ
ん
夫
婦
を
先
頭
に
三

世
代
が
渡
り
初
め
を
し
、
祝
い
の

餅
投
げ
、
久
寿
軒
集
会
所
で
祝
賀

会
を
行
い
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

瞳
Ｉ
風
‐
竿
璽
ｌ
扇
Ｉ
麓
‐
蕊
ｌ
翼
ｌ
麓
Ｉ
幣
圏
Ｉ
鼠

東
豊
永
簡
易
水
道
施
設

怒
田
拡
張
工
事
起
工
式

怒
田
地
区
住
民
が
か
ね
て
か
ら

念
願
の
、
東
豊
永
簡
易
水
道
施
設

怒
田
拡
張
工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
、
八
月
十
七
日
怒
田
の
配
水
地

予
定
地
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
の
中
、
門
田
県

議
、
議
会
議
員
、
地
主
、
大
豊
町

長
、
工
事
関
係
者
ら
が
多
数
出
席

し
、
現
地
で
神
事
が
行
わ
れ
た

後
、
場
所
を
怒
田
ふ
る
さ
と
館
に

移
し
て
工
事
の
安
全
と
早
期
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

浄
化
槽
は
、
い
ろ
い
ろ
な
微
生

物
の
動
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
処

理
す
る
装
置
で
す
か
ら
、
微
生
物

が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ

う
に
維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
浄
化
槽
法
に
お
い
て

浄
化
槽
の
設
置
工
事
を
行
う
と
き

に
「
設
置
者
」
を
出
す
と
と
も

に
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
作
業
も
専
門
的
な
知
識
や

技
術
が
必
要
で
す
の
で
、
保
守
点

検
は
県
知
事
の
登
録
業
者
に
、
清

掃
は
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
長

の
許
可
業
者
に
委
託
す
る
と
と
も

に
、
使
用
開
始
後
一
回
と
、
そ
の

後
、
一
年
に
一
回
県
知
事
の
指
定

し
た
検
査
機
関
の
水
質
検
査
を
受

け
て
下
さ
い
。

〈
間
合
先
〉

高
知
県
環
境
対
策
課

恋
０
８
８
８
１
邪
１
９
６
８
７

本
山
保
健
所
公
門
ｌ
２
０
２
８

大
豊
町
役
場
丑
沌
ｌ
Ｏ
４
５
０

浄
化
槽
は

維
持
管
理
が
大
切

一
Ｊ

輸入品生かしてわが家も国際化
■●●●●●■Ce●●■●■●●●自巾●｡●●●●0●●●●●●●●●●●●●｡、●●●白●●●●●0●●●●●●、●●①●●●●Q●●●●●0●●●●●●00●●●O

もっと知りたい、世界の広さ

－9－



勺一■Ⅱ

Y 1瞬碕1111

薮豊町唾董､宣遥蚕流遭溺妻莞醗

豊永地区の文化･交流の場に

こ
の
施
設
は
、
高
齢
者
や
身
障
者
の
方
々
ヘ
の
配
慮
と
し
一
階
か
ら

二
階
に
九
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
車
椅
子

の
出
入
り
等
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
全
室
に
空
調
設
備
を
完
備
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
階
・
二
階
に
広
い
ロ
ビ
ー
を
構
え
、
ゆ
と
り
と
．
や
す
ら

ぎ
の
場
と
し
て
、
書
道
・
絵
画
な
ど
の
作
品
も
展
示
が
出
来
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
に
着
工
し
、
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

「
大
豊
町
ゆ
と
り
す
と
交
流
セ
ン
タ
ー
（
豊
永
地
区
公
民
館
・
役
場
西
豊

永
支
所
・
保
健
婦
室
・
Ｊ
Ａ
大
豊
町
）
複
合
施
設
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
。
九
月
九
日
、
同
セ
ン
タ
ー
に
、
工
事
関
係
者
や
地
元
民
・
町
議
会

議
員
ら
九
十
名
余
り
が
出
席
し
、
落
成
神
事
・
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

一

9月12日オーフ･ンした「ゆとりすと交流センター」の全景

工
事
の
概
要

一
、
名
称
大
豊
町
ゆ
と
り
す
と
交
流
セ
ン
タ
ー

一
、
総
事
業
費
一
億
九
千
九
拾
三
万
六
千
円

本
体
工
事
一
億
七
千
三
百
四
万
円

設
計
管
理
・
付
帯
工
事
・
備
品
等

一
千
七
百
八
拾
九
万
六
千
円

一
、
施
工
業
者
高
知
市
南
の
丸
十
五
番
地
二

株
式
会
社
藤
原
建
設

一
、
設
計
管
理
高
知
市

石
井
．
な
が
の
設
計
業
務
共
同
企
業
体

一
、
工
期
平
成
五
年
十
二
月
二
十
四
日

平
成
六
年
八
月
三
十
一
日

一
、
主
要
施
設
一
階

大
豊
町
役
場
西
豊
永
支
所
二
○
、
五
㎡

西
豊
永
駐
在
保
健
婦
室
十
三
、
五
㎡

和
室
研
修
室
十
七
、
一
㎡

Ｊ
Ａ
大
豊
町
倉
庫
含
む
一
四
三
、
八
㎡

二
階

ホ
ー
ル
一
七
五
、
二
㎡

研
修
室
三
六
、
○
㎡

和
室
研
修
室
三
三
、
六
㎡

調
理
研
修
室
二
九
、
○
好

尚
、
今
後
、
こ
の
「
ゆ
と
り
す
と
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
地
域

の
拠
点
と
し
て
、
文
化
活
動
・
福
祉
活
動
・
地
域
の
連
帯
交
流

の
場
と
し
て
、
多
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。工
事
期
間
中
は
、
地
域
周
辺
の
皆
様
に
大
変
ご
不
便
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
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～四国最大級反射望遠鏡～

梶
ケ
森
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
県
の
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
、
風
光
明
帽
な
こ
と
で

知
ら
れ
、
四
季
を
問
わ
ず
多

く
の
登
山
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
専
門
家
の
話
で
は
梶

ケ
森
は
空
気
が
澄
ん
で
お

り
、
天
文
学
的
に
は
立
地
条

件
な
ど
も
良
く
、
こ
れ
か
ら

秋
に
か
け
て
の
天
体
観
察

画一＝=三一＝三一三三一王正司一盲 － ーV

霊鷲 県
立
「
自
然
公
園
」
梶
ケ
森
に

四
国
で
最
大
級
（
六
○
セ
ン
チ
反

射
望
遠
鏡
を
設
置
）
の
天
文
台
が

完
成
。
八
月
十
七
日
、
そ
の
落
成

記
念
式
典
が
関
係
者
ら
八
十
名
余

り
が
参
加
。
神
事
に
続
き
、
天
文

家
で
有
名
な
関
勉
先
生
の
記
念
講

演
「
宇
宙
に
輝
く
大
豊
の
星
」
が

あ
り
、
そ
の
後
山
荘
梶
ケ
森
で
祝

賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

I梶ケ森天文台落成柵
－一一一 －－－

－
１
０
１

鱗
醗

爵
＃

１
，
二瀞
I

磯
ヨ

勺ーー－

刃

葱
は
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
は

な
い
か
と
の
事
で
す
。

簿
一

１
１

v動
ー

鯛
1

』

ｉ
６

識
、一下司

＃
ロマンを秘めた四国最大級

60センチの反射望遠鏡

｢宇宙に輝く大豊の星」と

題して、関勉先生の講演完成した天体観測ドーム

天
体
観
測
施
設
の
概
要

一
、
事
業
主
体
大
豊
町

一
、
設
計
管
理

な
が
の
設
計
事
務
所

一
、
施
工
業
者

三
宝
工
務
店

旭
精
光
研
究
所

一
、
事
業
名
資
源
活
用
型

林
業
構
造
改
善
事
業

一
、
総
事
業
費

一
億
七
千
五
拾
五
万
六
千
円

一
、
主
施
設

二
百
九
十
一
、
一
㎡

ド
ー
ム
室
・
展
示
室
・
研
修

室
・
仮
眠
室
・
事
務
室
等

一
、
場
所
山
荘
梶
ケ
森
に
隣
接

◎
天
文
台
開
館
日
時

午
後
三
時
～
十
時
ま
で
は
開
館

但
し
「
毎
週
火
曜
日
」
は
休
館

◎
入
場
料
金

大
人
三
○
○
円

大
学
生
二
五
○
円

高
校
生
二
五
○
円

小
中
生
二
○
○
円

団
体
割
引
（
二
十
人
以
上
）
大
人

二
割
引
、
小
・
中
・
高
・
大
学

生
は
半
額
で
す
。

◎
予
約
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

山
荘
梶
ケ
森
丑
七
四
’
○
二
五

六
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
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九
時
十
五
分
、
畑
山
善
郎
・
町

身
体
障
害
者
協
議
会
長
の
開
会
宣

言
、
都
築
康
代
・
町
社
会
福
祉
協

議
会
長
の
挨
拶
、
大
豊
町
長
表

彰
・
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
、

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
中
学
生
や
専

門
学
生
（
大
豊
中
一
年
三
谷
千

夏
・
西
峰
中
松
尾
美
香
・
高
知

福
祉
専
門
学
校
二
年
中
屋
め
ぐ

み
・
同
二
年
壬
生
郷
子
さ

ん
）
ら
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
発
表
の
後
、
土
佐
希
望
の
家
理

事
長
山
崎
勲
先
生
に
よ
る
講
演
、

午
後
か
ら
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞

踊
・
詩
吟
な
ど
の
演
芸
会
が
行
わ

れ
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。「
大
会
趣
旨
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
本
町
に
あ
っ
て
、
住
民
主

体
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
住
民

誰
も
が
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
の
た
め
、
広
く
住
民
相
互
の
交

九
月
四
日
、
農
工
セ
ン
タ
ー
に
、
日
頃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
い
る
方
々
や
民
生
委
員
・
老
人
ク
ラ
ブ
員
・
関
係
者
ら
五
七

○
名
余
り
が
参
加
し
、
第
十
四
回
大
豊
町
社
会
福
祉
大
会
が
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
主
催
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
意

識
の
高
揚
を
図
る
」
。

◎
受
賞
者
の
紹
介

大
豊
町
表
彰
（
優
良
高
齢
者
）

山
中
林
太
郎
佐
賀
山

白
石
任
玄
杉

北
村
政
幸
永
洲

内
田
秀
川
ロ

長
崎
美
代
子
南
大
王

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

桑
名
マ
サ
子
船
戸

小
笠
原
淑
子
大
王
下

小
笠
原
小
春
同

吉
川
英
子
同

小
川
清
美
小
川

北
窪
千
代
子
大
久
保

上
西
国
義
川
口
南

下
村
鞠
子
岩
原

森
下
京
子
磯
谷

感
謝
状
（
大
口
寄
付
者
）

秋
波
久
子
立
川

都
築
昭
仁
大
久
保

西
村
伸
一
土
佐
町

《
）

一一

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
福
祉
関
係
者

の
方
々
、
大
変
ご
苦
労
様
で
す

が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。灘蕊

ｐ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
〃

鵜

ロ

r罰

蓮

謬鯵鯵参議鯵謬鯵鯵珍謬
少年期は、精神的・心理的にも不安定な状態になります。したがって、家庭・学校・職場など、そ

の少年を取り巻く環境に大きく左右されます。

大人が、少年の揺れる心をしっかりと受けとめて、非行から少年を守りましょう。

◎家庭は、最も安心できる心のよりどころです。まず、親がゆとりをもって、子供と会話をしてくだ

さい。

◎親は、地域の各種活動に積極的に参加し、子供も社会活動に参加させましょう。山田警察署

－12－
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こ
の
夏
は
、
例
年
に
な
く
猛
暑

つ
づ
き
、
四
国
の
水
が
め
「
早
明

浦
ダ
ム
」
も
、
記
録
的
な
渇
水
で

底
を
つ
き
、
ダ
ム
用
水
を
利
用
す

る
市
町
村
で
は
、
飲
み
水
や
生
活

用
水
に
事
欠
く
し
ま
つ
。
本
町
で

も
、
農
作
物
に
か
な
り
の
影
響
が

で
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
最
後
に
は

神
た
の
み
（
雨
乞
い
）
と
、
七
月

十
九
日
に
国
宝
薬
師
堂
奉
賛
会
が

主
催
で
「
降
雨
の
祈
願
」
を
し
た

と
こ
ろ
が
、
さ
っ
そ
く
ご
利
益
が

あ
っ
て
か
、
そ
の
日
、
夕
立
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
。
二
十
五
日
に
も

雨
が
降
り
、
穴
内
地
区
の
夏
ま
つ

り
は
、
三
日
も
順
延
。

ま
た
、
天
坪
地
区
公
民
館
で

は
、
急
き
ょ
天
坪
小
学
校
体
育
館

で
盆
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
施
餓
鬼
（
セ
ガ
ケ
）

や
千
体
流
し
な
ど
の
行
事
も
、
八

月
二
十
二
日
の
夕
方
各
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
」

i

［

γ
・
恥
踊
畢
酔
虐
醇
蝿

I 蕊
離
〃
醤

§
I

鶴
蝋

麹
ｌ
△

鰐
》
』

Ｉ

■
■
‐
免螺
輝
胤

61

齢（
３
』

↑
１
０
曲
剛
胆
か

菌
Ｌ
Ⅱ
６
１
ｌ
ｂ
■

『』
画

仏

d

海
I〃

I P

盛 ー

』

一

大王下・杉地区「セガケ」穴内中学生バンドも参加
昼今一一皇．全墨＝P侯 二一合合一今-鼻一鼻･一P 一ユニ 客．合_戸･－．一-一今少･合__昼一屋=婁蛋墨三一二‐P』･律写律・今-~･~へ兵-.倭_P･P－P=今一一へ一律－ー､金一-～空』串一一一←吾一冨司匡亜Frざ曹云

平
成
七
年
度

学
生
募
集

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
枝

（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
高
知
）

所
在
地
香
美
郡
野
市
町
西
野
１
５
９
５

１
１

募
集
人
員

生
産
技
術
科
加
名

電
子
技
術
科
加
名

産
業
デ
ザ
イ
ン
科
加
名

情
報
処
理
科
加
名

推
薦
入
試
日

平
成
６
年
ｎ
月
８
日
（
火
）

受
付
期
間

平
成
６
年
皿
月
別
日
（
月
）
～

平
成
６
年
ｎ
月
１
日
（
火
）

受
験
地
本
校

一
般
入
試
日

平
成
７
年
２
月
８
日
（
水
）

受
付
期
間

平
成
７
年
１
月
型
日
（
火
）
～

平
成
７
年
２
月
１
日
（
水
）

受
験
地
本
校
、
香
川
、
徳
島
、
愛
媛

学
校
案
内
、
募
集
要
項
、
資
料
請

求
等
、
詳
し
い
内
容
の
お
間
合
先

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
課

電
話
０
８
８
７
５
１
６
１
４
１

０
０
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町
連
合
婦
人
会
（
平
石
常
子
会

長
）
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
夏
期

地
区
別
研
修
会
が
、
七
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
共
通
の
テ
ー
マ
と

し
て
「
男
女
共
立
社
会
の
現
実
を

め
ざ
し
て
」
を
か
か
げ
、
講
演
会

や
町
外
研
修
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

連
帯
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

ご
案
内
の
よ
う
に
、
町
連
合
婦

人
会
は
、
交
通
安
全
母
の
会
・
健

康
づ
く
り
婦
人
会
・
食
生
活
推
進

委
員
会
な
ど
の
社
会
活
動
や
福
祉

活
動
に
幅
広
く
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
山
間
部
町
村
共
通
の
課
題
と
し

て
、
過
疎
と
高
齢
化
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

本
町
で
も
、
若
者
の
定
住
施
策

や
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
各
種
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
現
実
を
見
る
時
、
婦
人

の
役
割
・
婦
人
へ
の
期
待
は
、
益
々

大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
で
の
行
事
や

色
々
の
催
し
に
参
加
し
、
お
互
い

の
交
流
を
深
め
「
男
女
共
立
社
会

の
実
現
」
と
、
町
の
活
性
化
を
考

え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
０
０
０
０
巳
■
二
■
０
０
４
■
。
■
▼
＃
▲
■
▲
■
０
－
■
△
ｐ
‐
■
’
８
０
０
０
．
０
・
〃
。
、
▲
■
９
０
Ａ
、
０
０
１
Ⅱ
１
１
０
△
ｇ
ｌ
Ｏ
・

一
◎
地
区
別
研
修
日
程

一
５
月
弱
日
穴
内
地
区県
外
研
修
一

一
６
月
邪
日
久
寿
軒
地
区
一

県
内
研
修
一

一
７
月
３
日
天
坪
地
区県
内
研
修
一

一
同
大
田
口
地
区
一

県
外
研
修
一

一
７
月
岨
日
西
峰
地
区
同
一

一
７
月
Ⅳ
日
豊
永
地
区
同
一

一
９
月
、
日
東
豊
永
地
区
一

県
内
研
修
一

Ｆ
ｔ
Ｏ
Ｏ
６
１
１
１
１
１
１
１
ｆ
ｆ
ｌ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
１
Ⅱ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
０
０
１
９
ｊ
０
－

一
） ！=蔭一二二塵_健一修__蔭一』~･喜蕊灘

久寿軒地区での研修会

豊永小校長井上先生の講演

全国道路標識週間けん銃特別取締り全国防犯運動
全国・自然歩道を歩こう月間電波障害クリーン月間

（10月1～7日）強化月間(10月1～10日）
L－L－b－－L－陽一と一L一ー し一ー ｰー Lー一ー L一色一L一砦一L一ー し一L一心一一L一も－L一槌=乱－し一ー L一L一し一ー L一レーL一し一し一レーレ一し一L一L一ー しー一L一仁一ー L一し一L一L一ー し一し一L一ー

入
院
の
場
合
、
基
本
的
に
は
基

準
給
食
実
施
の
医
療
機
関
の
場
合

一
日
当
た
り
の
個
人
負
担
額
が
六

百
円
と
な
り
ま
す
。

（
別
表
の
と
お
り
）

改
正
前
は
、
診
療
費
と
給
食
料

は
一
体
の
も
の
と
し
て
保
険
の
対

象
で
し
た
が
、
改
正
後
は
給
食
料

が
他
の
費
用
と
別
立
て
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
老
人
医
療
に
該
当

す
る
方
も
、
現
在
負
担
し
て
い
る

一
日
七
百
円
の
一
部
負
担
金
の
外

に
給
食
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
料
は
高
額
療
養
費

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
国
民
健
康

保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
社
会
保
険
に
加
入
の
老

人
医
療
受
給
者
の
場
合
は
、
扶
養

義
務
者
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
も

減
額
が
判
定
さ
れ
ま
、
す
。

一
国
保
コ
ー
ナ
ー

健
康
保
険
法
の
改
正

に
伴
う
給
食
料
の
個
人

負
担
に
つ
い
て

一

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
で
「
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部

負
担
金
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
住
民
課
保
険
班
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法政正に伴う給食料の個人負担について

－14－－

該 当者別

一般（町民税課税･世帯）の者

町民税非課税1蹄等の者

町民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者

3カ月までの入院

4力朋以降の入院

1日当りの負担額

平成6年10月～

600円

450円

300円

200円

平成8年10月～

800円

660円

500円

300円



石
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
よ

（
保
健
婦
だ
よ
り
）

）
つ
。

シ
ソ
ウ
ノ
ウ
ロ
ウ

三
、
歯
ぎ
し
り
の
原
因
と
な
る
ス

歯
槽
膿
漏
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し

西
豊
永
駐
在
保
健
婦
谷
脇
康
子
四
懐
地
圭
乃
斗
の
と
れ
た
食
事
に

歯
の
健
康
は
、
す
こ
や
か
に
老
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
基
本
歯
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
も
と
く
に
歯
垢
を
つ
く
り
や
す

の
一
つ
で
す
。
う
一
度
、
自
分
の
歯
を
み
つ
め
な
く
す
る
糖
分
は
控
え
ま
し
ょ

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
食
事
や
会
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
う
。

踊
雌
醐
札
湖
〃
畑
鵬
性
離
雌
州
蝿
☆
歯
槽
膿
漏
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
五
、
歯
ぎ
し
り
の
ひ
ど
い
人
は
早

め
に
治
し
ま
し
ょ
う
。

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
保
持
す
る
一
、
食
べ
た
ら
、
磨
く
習
慣
を
つ
六
、
歯
と
歯
ぐ
き
を
き
た
え
る
た

こ
と
が
大
切
で
す
。
け
ま
し
よ
う
。
め
、
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
と

そ
の
た
め
、
厚
生
省
で
は
八
十
効
果
的
な
磨
き
方
で
歯
垢
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

歳
で
二
十
本
の
歯
を
残
そ
う
と
言
完
全
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
七
、
全
身
疾
患
の
あ
る
人
は
、
き

う
「
八
○
二
○
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
マ
二
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
で
歯
ち
ん
と
直
し
ま
し
ょ
う
。

ル
）
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

噛
む
こ
と
が
で
き
る
自
分
の
歯

☆
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
や
磨
き
方
に
も

が
、
二
十
本
以
上
あ
れ
ば
満
足
に
一
罰
を
つ
す
ま
し
よ
う

の四膿とく
若半十漏歯言、
い数歳はのわむ
うを以、成れし
ち占降二人て歯
かめの十病いや
らて歯歳とま歯
、いの頃言す槽
歯ま喪かわ・膿
槽す失られ漏
膿・の急るが
漏原増歯原
を因し槽因

く歯ブラシの

一 興

歴了蛸

く駐な
だ在ど◎
さ保が健
い健あ康
｡帰り管

嬬震
気た関
軽らす
に、る
ご私心
相た配
談ち事

食
事
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

今
は
五
十
五
～
六
十
四
歳
で
、
す

で
に
残
っ
て
い
る
歯
は
十
四
本
程

と
言
う
調
査
が
出
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
は
老
化
で
は
な

＜歯ブラシの選び方＞

零今I
毛先が広がれば

取り勘えましょう
F可

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

◎
幼
児
期
か
ら

正
し
い
歯
ブ
ラ
シ
の

使
い
方
を
教
え
ま
し
ょ
う

第
十
四
回
嶺
北
チ
ビ
ッ
子
相
撲

一
大
豊
大
会
が
、
九
月
四
日
、
農
村

唖
広
場
相
撲
場
で
行
わ
れ
、
嶺
北
の

一
各
町
村
か
ら
十
八
チ
ー
ム
・
七
十

一
名
余
り
の
選
手
が
集
い
ま
し
た
。

一
団
体
戦
に
続
き
学
年
別
個
人
戦

一
が
行
わ
れ
、
土
俵
上
は
夏
休
み
で

Ｆ
日
焼
け
し
た
チ
ビ
ッ
子
力
士
の
汗

一
と
涙
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

一
し
た
。

垂
ま
た
、
土
俵
下
の
お
父
さ
ん
・

一
お
母
さ
ん
も
、
た
い
し
た
熱
の
入

一
れ
よ
う
「
そ
う
や
っ
た
ら
い
か
ん

』
ち
ゃ
－
、
も
っ
と
押
し
て
押
し
て

Z一，五一G面工

手
押
し
て
も
い
か
に
ゃ
－
引
い
て

き

一
み
や
－
、
み
い
や
言
う
こ
と
を
き

垂

一
か
ん
き
に
負
け
た
わ
、
今
度
は
勝

工

一
ち
よ
」
決
勝
戦
が
近
づ
く
に
つ
れ

五

一
一
段
と
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

同一g:五一争軍 左一心麺 Z一心工一■5瓦

、

嶺
誰
牙
憧
汐
表
相
接
犬
豊
失
会

＃
大
豊
像
育
会
犀
チ
ー
窓
優
勝

Ｅ
Ｕ

Ｑ
ｑ
』 ~

」窪鍾
認
蝿
認
躍

詮

生
罷

団
体
の
部

優
勝
大
豊
体
育
会
Ａ
チ
ー
ム

二
位
土
佐
町
田
井
Ａ
チ
ー
ム

三
位
土
佐
町
相
川
Ａ
チ
ー
ム

個
人
の
部
（
学
年
別
）

優
勝
和
田
拓
也
大
川
小
四
年

二
位
吉
川
朋
宏
大
杉
小
四
年

三
位
川
村
太
志
吉
野
小
四
年

優
勝
池
添
祥
太
大
杉
小
五
年

二
位
高
橋
流
星
沢
ケ
内
五
年

三
位
沢
田
栄
伸
相
川
小
五
年

優
勝
中
町
雅
仁
田
井
小
六
年

二
位
山
下
剛
司
田
井
小
六
年

三
位
石
川
孝
本
川
小
六
年

雷
一

＝

1

I#蕊鳶職 絵ご

磯

一一ざ￥

願意源 #二皇許
一

風 垂■も■画･睦

。
－■
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ぼ
く
の
両
親
が
結
婚
す
る
時
、

母
の
家
族
や
高
知
の
親
せ
き
の
人

た
ち
に
反
対
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
父
が
部
落
に
生
ま
れ

た
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

親
せ
き
の
人
が
母
に
「
あ
な
た

は
、
い
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

子
ど
も
が
で
き
、
そ
の
子
が
大
き

く
な
っ
て
就
職
し
た
り
、
結
婚
す

る
と
き
、
つ
ら
い
思
い
を
せ
ん
と

い
か
ん
時
が
き
っ
と
来
る
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
母
も
父
も

そ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け
が
な
い
。

今
の
世
の
中
で
そ
ん
な
差
別
が
あ

る
は
ず
な
い
と
話
し
合
い
、
二
人

は
結
婚
し
た
の
で
す
。

母
が
お
嫁
に
き
た
と
き
、
三
畳

一
間
で
屋
根
が
ト
タ
ン
ぶ
き
、
雨

が
降
る
と
や
か
ま
し
く
て
、
夜
は

眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
父
は
少
し
で
も
生
活
を
豊
か
に

し
よ
う
と
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し

た
。
朝
早
く
海
に
出
て
魚
を
と
り

休
ま
ず
働
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
を
見
て
母
は
、
と
て

も
幸
せ
だ
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
僕
が
生
ま
れ
る
と
わ
か

社
会
啓
発
コ
ー
ナ
ー

一
生
け
ん
命
に
生
き
る

っ
た
時
、
母
は
う
れ
し
か
っ
た
け

ど
不
安
に
な
っ
た
そ
う
で
す
．

そ
ん
な
母
の
不
安
を
消
し
て
く

れ
た
の
は
、
父
の
一
生
懸
命
働
く

姿
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
差
別
な
ん

か
に
負
け
ず
に
、
家
族
の
た
め
に

朝
早
く
働
き
に
行
く
父
に
は
げ
ま

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

父
と
母
が
、
ぼ
く
の
生
ま
れ
る

前
に
、
こ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
た
こ
と
を
、
僕
は
は
じ
め
て

知
り
ま
し
た
。

両
親
の
し
て
き
た
苦
労
は
、
両

親
の
せ
い
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
部
落
差
別
に
よ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

父
も
母
も
、
だ
れ
に
も
迷
惑
を

か
け
ず
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

一
生
懸
命
生
き
て
き
ま
し
た
。

僕
も
学
校
や
子
ど
も
会
で
、
差

別
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う

勉
強
し
、
差
別
に
負
け
ず
一
生
懸

命
生
き
て
い
き
ま
す
」
。

こ
の
文
章
は
、
小
学
校
の
Ａ
君

が
「
輪
」
と
い
う
学
校
の
文
集
に

寄
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

行
間
に
は
、
小
学
校
ら
し
い
純

粋
な
思
い
が
出
て
お
り
、
差
別
に

緯
一

負
け
ず
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に

生
き
て
き
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
、
心
の

奥
底
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
い
る
の

を
感
じ
る
の
で
す
。

そ
し
て
部
落
差
別
に
対
す
る
Ａ

君
の
幼
な
い
怒
り
が
、
に
じ
み
出

て
い
る
の
で
す
。

学
校
や
子
ど
も
会
で
勉
強
し
、

差
別
を
な
く
す
た
め
に
立
ち
上
が

ろ
う
と
真
剣
に
考
え
る
Ａ
君
。

他
人
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
、
大
人
た
ち
の
醜
く
さ

に
傷
つ
き
悩
む
子
供
た
ち
は
、
Ａ

君
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
Ａ
君
の
よ
う
に
部
落
差

別
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
る
子
供
た
ち
も
少
な
く
な
い
と

言
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
子
供
た
ち
が
差
別
を
憎
み
差

別
と
闘
う
心
豊
か
な
人
間
に
育
っ

て
い
く
た
め
に
も
…
」

私
た
ち
は
、
同
和
問
題
を
正
し

く
理
解
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
の
た
め
に
、
一
人
一
人
が
積
極

的
に
参
加
し
、
差
別
の
な
い
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り
の
構
築
に
取
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

一
九
九
四
年
九
月

県
同
教
前
会
長
中
山
忠
男

先
生
に
原
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

毎/塚ダ毎/塚／房／塚〆鍾ダ毎／毎ダ毎グ錘〆錘グ毎/毎/錘／濯/鍾〆毎/毎/塚ダ毎／壕ダ鍾〆径／姪〆鍾／鍾〆毎グ毎ダ毎ダ毎グ毎/屋ダ塚ダ塚／毎ダ塚ダ姪ダ潅／

あなたのやさしさをルワンダの難民に.／
碑
一一 今年の4月、アフリカ中部の小さな国ルワンダ共和国で､大統領を乗せた飛行

機の撃墜事件をきっかけに政府軍と反政府軍の間で激しい内戦が繰り広げられ

ました｡50万人以上の市民力憎殺され､戦火を逃れた人々がタンザニアやザイー

ル、ブルンジ等に脱出しました。

難民はすでに290万人を超えたと伝えられています。一度の大勢の人々が押

し寄せたため､難民キャンプでは食糧や医薬品が全員に行き届きません。コレラし寄せたため､難民キャンプでは食糧や医薬品が全員に行き届きません。コレラやマラリアなど命にかかわ

る伝染病がまん延しています。

6月28日、「アフリカの食糧危機を救うキャンペーン」の基金から、在タンザニア日本大使館を通じて、

10万ドル（約1,000万円）の緊急援助をしました。今後も難民力贈えると予想され、まだまだ沢山の援助を

必要としています。

難民キャンプの中で食糧不足や医薬品不足で､これ以上の人々が命を落とすことのないよう皆さまのご協

力をお願いいたします。

募金口座名＊アフリカの食糧危機を救うキャンペーン郵便振替：00170-5-769679＊

塚'庭/塚グ雇〆塚鍾ダ毎グ凌鍾/塚塚凌雇/凌庭/毎/毎ダ塚/錘/毎/舞鍾〆鍾〆毎'毎〆鍾〆舞舜塚ダ毎〆塚/毎'毎〆塚/塚'塚グ毎／毎'径'
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■国民年金にご加入の自営業者 ヘマの皆さま
〆 、

国民年金の上積み年金＝国民年金基金
寺弓，一､和七,.…｡n~…m…,､律令‘に加入しませんか
サラリーマンの方は月額20～25万円程度の年金と

なっていますが､自営業者の皆さまの国民年金(老齢

基礎年金)は､ご夫婦で12万円程度となっています。

自営業者の皆さまには、新たに国民年金基金に加

入することにより必要な年金を上積みすることがで

きます。国民年金と国民年金基金のセットでサラリ

ーマン並みの年金を確保して、安定した豊かな老後

を実現しましょう。

､｢国民年金法｣に基づく自営業者のための公的制度だから安心／
●

税制上の優遇措置などのメリットがありますので紹介します。

受け取る年金、支払う掛金の両方に

税制上鋼雛措置が
これぞ公的年金のメリット。受け取る年金に

は｢公的年金等控除｣が適用され、扶養配偶者の

いる65歳以上の方で収入が年金だけの場合、お

よそ320万円まで所得税がかかりません。また、

掛金も全額『社会保険料控除｣の対象となり、所

得控除が受けられます。

加入後でも糠様況に応じた

掛金の認整ができます
加入後、事業状況に応じて加入口数を増減す

ることにより、掛金を調整できるのも大きな特

徴で、自営業者の年金としてはうってつけです。

万一、掛金を納められなくなっても、納めた分

は必ず年金として支給されますので確実な老後

保障につながります。

《
４

② 国民年金基金についてのお問い合わせは下記まで(パンフレットもございます）

〒78O高知市菜園場町1－21四国総合ビル8F

高知県国民年金基金電話0888-85-2525

②

② ②

、 ノ

一 一一…一一ーー＝一一一一一一一一一一L延可

(全国労働衛…10月1～フ日、
一

、
一
一

、
１
．

一
己
一

戸

可
０庁一

一
』

〃
・
〆
一ノ

謬撹L響〃
入 霧

;:盈鍔毒 妾＊

八
Ｊ
八
Ｊｎ

ｌ

ロ
"』 凸●

刀

《 畠
be

、
一
戸

=一P､可辱.守■●

〆

〃

畠
応
《

■告■

●＝申

IPP

妾
わ●■｡

職頚

守ります私の健康
■●●守口凸七一●毎■｡■■

疲 労 。ストレスない職場
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☆
・
・
：
☆
…
．
☆
．
：
．
☆
・
・
・
．
☆
．
．
：
☆
・
・
・
．
☆
・
・
：
☆
・
…
☆
…
．
☆
・
・
・
．
☆
・
・
・
．
☆
・
・
：
☆
・
…
☆
：
●
．
☆
…
．
☆
：
：
☆
…
．
☆
や

や
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
粋

崎
◎
平
成
６
年
７
月
１
日
’
８
月
別
日
ま
で
の
受
付
（
６
名
）
斗

曇
出
生
児
生
年
月
日
性
父
母
部
落
↑

曇
中
西
加
苗
６
月
調
日
女
正
久
孝
枝
大
砂
子
浄

曇
美
濃
成
志
７
月
焔
日
男
道
夫
竹
美
大
王
下
か

曇
溝
測
大
樹
８
月
６
日
男
稔
陽
子
東
庵
谷
串

暑
高
橋
彰
子
８
月
加
日
女
司
美
智
子
馬
瀬
浄

曇
秋
山
香
奈
子
８
月
躯
日
女
尊
英
安
子
穴
内
－
２
酔

斗

斗

耕
元
気
に
育
て
ぉ
ぉ
と
ょ
っ
子
玲斗

斗晒
・
．
☆
・
…
☆
・
…
☆
・
…
☆
…
．
☆
．
．
：
☆
…
．
☆
。
：
．
☆
・
…
☆
．
．
：
☆
。
：
．
☆
…
．
☆
・
・
：
☆
。
：
．
☆
・
…
☆
。
：
．
☆
。
．
：
☆
：
．
．
》

し
た
。

無
料
法
律
相
談
法
律
に
つ
い
て
、
疑
問
や
苦
情

開
設
（
お
知
ら
せ
）
な
ど
が
あ
れ
ば
、
認
」
相
談
く
だ
さ

い
。

十
月
一
日
か
ら
始
ま
る
、
第
三
記

十
五
「
法
の
日
」
週
間
の
行
事
と
日
時
平
成
六
年
十
月
六
日

し
て
、
下
記
の
と
お
り
無
料
法
律
午
後
一
時
～
四
時
ま
で

相
談
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
場
所
高
知
市
本
町
五
丁
目
六

鍵
鶏礁総し

》
魂
州

鍵
噸~－

蕊
r
ー

◎◎

窪
『

β0

。
冒
晋
凸
。
■
馨
土
。
少
壷
Ｂ
・
土
Ｑ
６
ｚ
ｇ
’
管
も
。
Ｂ
や
姓
。
北
川
叩
￥
附
小
土
帥
小
Ⅳ
小
生
ロ
小
郡
郡

’
十
一

高
知
グ
リ
ー
ン
会
館

二
階
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

連
絡
先
高
知
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係

冠
０
８
８
８
１
２
２
１
０
３
４
０

霞願砂和凧
"、

華『.弾、
必:‘課壷

みんぢて

つくろう

安心の街

こ
れ
ゞ

坐
可
い
し
そ
う

芦
に
参
○
」

鋪 ’
鼻

命
悪
。
； .@nも鹿

豊
n列

◎

識
&

、

》7

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
役
所

や
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
「
行
政
相

談
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。

大
豊
町
で
の
相
談
日

日
時
十
月
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時
～
十
四
時

場
所
大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー

第
二
会
議
室

行
政
相
談
委
員
宮
内
正
男

圏
一
日
行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
回

◎
平
成
６
年
７
月
１
日
～
８
月
訓
日
ま
で
の
受
付
（
枢
名
）

氏
名
死
亡
月
日
性
年
齢
部
落

中
西
豊
子
７
月
４
日
女
弱
歳
船
戸

上
村
慶
子
７
月
５
日
女
船
歳
大
豊
園

桑
名
安
明
７
月
過
日
男
祁
歳
西
寺
内

白
石
佐
代
子
７
月
肥
日
女
万
歳
上
東

下
村
毒
菖
７
月
的
日
男
沼
歳
中
内

寛
義
保
７
月
邪
日
男
的
歳
筏
木

内
田
鶴
江
７
月
朋
日
女
稲
歳
立
川
三
谷

久
保
秋
恵
７
月
羽
日
女
朋
歳
葛
原

秋
山
隆
茂
８
月
Ｍ
日
男
翫
歳
川
口

渡
辺
嘉
喜
８
月
肥
日
男
釣
歳
久
生
野

安
岡
計
子
８
月
型
日
女
布
歳
落
合

小
笠
原
清
志
８
月
邪
日
男
稲
歳
怒
田

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

戸

臣

ａ
七
二
’
○
七
四
二

共
催
大
豊
町
社
会
福
祉
協
議

今
云

◎
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
総
務
庁
で
は
毎
年
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
十
月
十
六
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
一
週
間
が
行
政
週

間
で
す
。
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章なくそう農地の

無断転用：

e雲撫婁警雪に℃
一時的な資材置き場、作業員宿舎、砂利

採取場などにする場合は、農地転用になり

ます。

一
Ｊ

無断転用(許可を得ない
転用)には､厳しい措
置が講じられます。

得ない転用者には、都道

が工事等を中止させ、も

に復元させることができ

れに従わない場合は、最

⑧鞠鰐琴軍に℃
採草放牧地を売買して転用する

場合も許可が必要です。しかし、

採草放牧地の所有者、利用者が自

ら転用する場合には許可はいりま

せん。

一
Ｊ

ます。これに従わない場合は、最

高3年以下の懲役または100万円以

下の罰金に処せられます。

－申請に必要な書類

対象農地の①登記簿謄本②地番を表示する図面③土地の位置、付近の状況
を表示する図面④建物等を建設する場合は、建物、施設の面積、位置及び施設

間の距離を表示する図面⑤土地改良区の地域内にある場合は、その土地改良区
の意見害※法人の場合は、定款、法人登記簿勝本等も必要です。

⑥その他
■小作地を転用する場合は､所有者の同意を証明する響而■対象農地に使用収読椛を設定して
いる場合、その者の同意を証Iﾘ1する書面■その他必要な諜類

－19－



一

はじめまして 髄りまiIi旗
一
一 一

一

'

鯵今後とも可愛がって下さいね鯵

■
農

垂一．

正〃

》L
L

あきこ

橋彰子了やん
せいし

美濃成志くん
だいき

溝洲大樹．<ん
かなこ

秋山香奈子了ｬ嬢ん 高

〆

r訂

梶ケ内、小笠原正春さん宅にて「碁石茶の天日干し」（松浦延和氏7月16日撮影）

三
谷
幸
正

炎
天
の
墨
壷
巻
き
癖
の
設
計
図

杉
本
賀
美

電
線
に
音
符
の
よ
う
に
一
夏
つ
ば
め

猪
野
義
晴

狛
犬
も
大
き
な
口
開
け
早
乾
照
り

秋
山
良
恵

炎
天
を
伝
う
屋
根
師
の
首
タ
オ
ル

吉
川
邦
子

飼
い
猫
も
牙
持
つ
獣
夏
至
の
夏

徳
弘
妙
子

洗
髪
の
泡
の
ふ
く
ら
み
お
い
ら
ん

草
－

‘………応…感…麺…‘…順…砿…鰯…麺…………電

；労働講座の開催(お知らせ）：
:日時平成6年11月8日午後1時30分~3時30分：

繍競鰯会蕊鶏工灘蛎；
;内容接客ｻービｽのこころとかたち
．‐お客犠の満足を得るために‐：
;対象一般.誘いあってご参加ください。§
匙……‘医…-厩…沙一睡…璽唖………………塾一一…璽息

や
当
季
惨
二

句
会

作
品
抄
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